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論    文    の    要    旨 
  

















面積の上限値を 95％信頼度で 2.9pbから 0.04pb と測定している。これは８TeVでの衝突データを用いて
ATLAS が公表した従来の測定を大きく更新する新しい結果とみなすことができる。またこの結果に基づき、
超対称性模型の tanβ-m(H+) パラメータ領域に新たな制限を加えている。 
 
 
審    査    の    要    旨 
〔批評〕 





含むチャンネルについて丁寧に解析している。ATLAS は８TeV での衝突データを用いて 200GeV から
600GeVの質量領域での探索結果を 2016年に公表している。本論文は ATLASが 201６年までに収集し
た 36.１/fb の１３TeV での陽子陽子衝突データを解析し、荷電ヒッグスが tb に崩壊するモードの内、２つ
のレプトンに崩壊するチャンネルの結果と統合することで、従来の荷電ヒッグス生成断面積の上限値を
















博士論文提出期限の 2月 22日までに（１）の指摘に対する改訂は十分に間に合うことが確認された。 
 
 〔最終試験結果〕 
平成３０年 ２月９日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
